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最
初
の
研
究
報
告
者
、
後

藤
茂
之
氏
（
Ｒ
Ｍ
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
社
代
表
）
は
「
社
会

・
地
球
環
境
問
題
と
ソ
ー
シ

ャ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
」

と
題
し
、
社
会
・
地
球
環
境

問
題
が
企
業
価
値
の
変
動
に

及
ぼ
す
状
況
を
ソ
ー
シ
ャ
ル

リ
ス
ク
の
ひ
と
つ
と
捉
え
、

企
業
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す

べ
き
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
企
業
は
、
価

値
創
造
の
管
理
に
つ
い
て
、

市
場
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま

れ
た
要
素
、
す
な
わ
ち
財
務

要
素
の
結
果
指
標
で
あ
る
市

場
価
格
を
重
視
し
て
経
営
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
社

会
・
地
球
環
境
問
題
の
多
く

は
非
財
務
要
素
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
社
会
・
地
球
環
境
問

題
に
企
業
が
取
り
組
む
と
い

う
こ
と
は
、
経
営
に
非
財
務

要
素
を
実
装
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
と
強
調
し
た
。

　
継
続
的
な
企
業
活
動
を
支

え
る
金
融
の
世
界
で
は
、
社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
と
い

っ
た
新
た
な
動
き
も
登
場
し

て
お
り
、
企
業
の
社
会
・
地

球
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
、

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の

評
価
・
管
理
の
枠
組
み
と
も

連
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
し
た
。

　
企
業
に
と
っ
て
見
れ
ば
、

社
会
・
地
球
環
境
問
題
は
企

業
価
値
を
中
長
期
的
に
変
動

さ
せ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ス
ク

管
理
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
と
主
張
し
、
リ
ス
ク
管

理
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
か
ら
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ス
ク
管
理
強

化
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

提
示
し
た
。

　
次
に
、
井
上
昌
美
氏
（
尚

美
学
園
大
学
）
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
経
営
の
促
進
と
企
業
価
値

向
上
に
つ
な
が
る
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

―
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
の
取
り
組

み
」
と
題
し
、
ウ
ェ
ル
・
ビ

ー
イ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
る
背

景
や
国
内
外
の
動
向
、
先
行

研
究
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、

ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
に
よ

る
経
営
上
の
好
影
響
と
想
定

さ
れ
る
リ
ス
ク
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
の

関
係
な
ど
を
確
認
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
経
営
の
促
進
と
企
業
価

値
向
上
に
つ
な
が
る
ウ
ェ
ル

・
ビ
ー
イ
ン
グ
の
取
り
組
み

を
論
述
し
た
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
理
論
や
上
田

和
勇
氏
に
代
表
さ
れ
る
ウ
ェ

ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
の
先
行
研

究
で
は
、
そ
の
定
義
、
構
成

要
素
、
測
定
方
法
、
個
人
と

企
業
に
共
通

す
る
ウ
ェ
ル

・
ビ
ー
イ
ン

グ
要
因
な
ど

が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
一

方
、
Ｚ
世
代

の
意
識
調
査

結
果
に
よ
れ

ば
、
同
世
代

の
80
％
が
ウ

ェ
ル
・
ビ
ー

イ
ン
グ
の
普

及
に
賛
同
し

て
い
る
。
ま

た
、
経
営
上

の
ウ
ェ
ル
・

ビ
ー
イ
ン
グ

に
よ
る
好
影

響
と
想
定
さ

れ
る
リ
ス
ク

の
検
討
か

ら
、
想
定
リ

ス
ク
を
低
減

し
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
企
業

価
値
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

達
成
に
は
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ

ン
グ
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ

り
、
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

の
達
成
は
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ

ン
グ
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
か
ら
、
両
者
は
互
い
に
必

要
不
可
欠
な
取
り
組
み
と
い

え
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
従
業
員

に
よ
る
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン

グ
の
実
感
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

意
識
の
醸
成
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経

営
の
促
進
と
に
つ
な
が
る
と

強
調
し
た
。

　
続
い
て
、
「
マ
ク
ロ
環
境

変
化
に
対
応
す
る
企
業
の
Ｓ

Ｒ
Ｍ
と
Ｒ
Ｍ
の
今
後
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
研
究
報

告
者
を
中
心
に
し
て
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
上
田
和
勇

氏
に
よ
る
全
体
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
上
田

氏
か
ら
は
事
前
に
研
究
報
告

の
両
氏
に
対
し
２
問
ず
つ
の

質
問
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

討
論
が
進
行
し
た
。
そ
の

後
、
出
席
者
や
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
者
か
ら
の
質
疑
応
答
も

あ
り
、
活
発
な
全
体
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
戸
出
正
夫
会
長

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
本
年

度
の
関
東
部
会
を
終
了
し

た
。

左から上田氏、後藤氏、井上氏

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
も
テ
ー
マ
に

亀井氏

松永氏

上田氏

後藤氏

井上氏

Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
　

関
東
部
会
開
催

社
会・地
球
環
境
と
リ
ス
ク
管
理
で
報
告

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
･
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
理
事
長
：
上
田
和
勇
専
修
大
学
名

誉
教
授
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
）
は
11
月
16
日
、
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
り
、
今
年
度
の
関
東
部
会
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、
約
40
人
の
会
員
を
迎
え
、
亀
井
弘
明
氏
（
副
理
事
長
･
事
務
局
長
、

日
新
火
災
）
の
総
合
司
会
の
下
、
松
永
光
雄
氏
（
常
務
理
事
・
関
東
部
会
担
当
、
東

洋
大
学
）
の
歓
迎
の
言
葉
に
続
き
、
上
田
和
勇
理
事
長
が
開
会
を
宣
言
し
、
地
球
環

境
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
必
要
性
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
促
進
と
ウ
ェ
ル
・
ビ

ー
イ
ン
グ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
な
ど
今
回
の
テ
ー
マ
の
意
義
を
説
明
し
た
。


